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一

、

韓

指

昭
和
一
一
十
五
年
制
定
の
瀦
番
館
法
は
ニ
十
六
年
鶴
湾
よ
め
、
会
磁
的
に

議
行
せ
ら
れ
.
多
年
の
要
望
で
あ
っ
た
無
料
開
麓
鵠
が
宮
藷
せ
ら
る
と
M

E
‘
な
つ
に
。
こ
れ
b
E
捜
舎
と
し
て
、
本
舘
は
奉
仕
摂
識
の
充
賞
に
一
設

の
工
夫
と
努
力
を
し
允
。

本
年
度
に
於
て
、
特
組
唱
す
，
へ
き
こ
と
は
、
上
京
分
舘
の
同
開
設
、
本
般
大

閲
覧
室
の
開
架
繊
の
栽
培
、
大
関
鷺
議
議
に
倉
庫
の
修
繕
で
あ
る
。

=
、
科
湾
者
{
本
額
放
に
市
内
三
分
館
v

・
本
・
年
度
の
利
用
者
紬
総
数
は
二
十
三
常
時
五
千
双
百
六
十
名
で
、
九
月
末
よ

り
十
一
月
起
約
七
十
日
間
、
大
関
税
胤
識
の
使
潟
不
可
能
な
与
し
に
も
掬
ら

歩
、
抑
制
替
の
成
議
会
殺
め
た
ニ
と
は
喜
ば
し
い
。

滋

和

十

二

年

笈

へ

戦

前

〉

…

二

九

、

ニ

O

一
名

緩
和
三
十
年
度
、

φ

ご
八
、
大
九
七
名

酬

明

拘

刊

二

十

吋

年

度

玄

J

二
、
笈
品
細
企
名

J

般

利

二

十

二

年

度

九

七

、

一

一

一

七

九

名

耐

昭

和

二

十

三

年

俊

一

二

七

、

七

七

五

名

部

唱

和

え

ず

婦

問

年

度

一

七

・

昔

、

人

送

儀

名

怒

和

二

十

五

年

度

二

三

五

、

七

限

一

名

綴

利

二

十

六

年

度

二

三

五

六

O
名

〈
俄
考
問
問
枕
町
本
抽
開
放
療
の
た
め
七
十
日
間
関
一
部
品
怜
鈴
)

三
、
館
外
費
総
毅
識
(
貸
出
窓
線
一
ク
月
)

終
来
本
総
隣
接
の
貸
出
文
蕗
係
を
経
て
も
各
議
文
化
麟
俸
に
も
期
眼
一

タ
開
だ
の
長
期
醒
体
費
出
ぞ
賀
識
し
て
屠
允
が
、
峰
山
‘
宮
津
‘
綾
部
の
お

地
方
分
舘
の
開
設
に
よ
り
.
貸
出
品
胤
数
役
務
し
く
激
増
す
る
に
盗
っ
た
。

昭

和

明

ニ

十

三

年

度

一

七

、

二

七

七

務

昭

和

利

二

十

関

与

皮

近

、

一

一

一

一

一

一

驚

'判明静観訴

昭

和

二

十

五

年

度

二

九

、

九

一

一

一

七

鷲

昭
和

i

こ
十
.
次
々
皮
2

ペ

‘

隊

一

島

、

三

回

セ

鎌

此
等
長
駒
貸
出
の
欝
籍
は
、
貸
出
制
納
期
中
に
、
議
ね
主
人
の
縄
問
増
替
の

手
ぞ
経
る
絞
況
で
あ
る
か
ら
.
昭
和
二
十
六
年
度
に
於
て
、
長
期
費
出
麗

番
の
利
用
審
議
教
は
‘
難
路
拾
参
高
五
f
T
名
L'w
撤
燦
せ
ち
れ
る
。

穏
‘
科
用
者
の
角
諜

一

家

稔

利
用
品
明
裁
…

関
鈴
口
H

数一

}
日
卒
均
一

伏
見

}ニニ箆分
五八ぷ品

三里」弘二三
上

二;h.J京
七 五 五 分
限 O 主主書官

三芸会

議主

選針

戎
一
い
い
以
上
mw
数
字
を
労
女
倒
的
に
見
る
と

一
本
館
一
将
厳
応
分
館
一
伏
見
分
盤
上
京
見
方

晃

一

七

九

M

月

八

九

豆

大

C
M
F
一
七
中
一

女

一

二

一

一

第

一

二

%

一

回

O
M月
一
三
日
吋

・
択
に
之
ぞ
職
業
別
仁
麓
る
と

一
本
館
一
潔
荻
町
分
館
一
伏
髄
品
分
品
開
一
上
京
八
万
輪
開
一

一
畿
一
二
六
弘
一
一
一
労
一
五
一
%
一
…
干
a
M
一

二

ハ
M
N

一

穆
法
一
一
七
一
一
一
、
七
%
一
路
九
%
一
へ
五
%
一
八
阪
が
一

拘例議
-
b
一
の
穏
別
は
本
総
の
調
査
に
よ
れ
ぽ
‘
大
畿
二
0
・
中
ハ
%
高
校
三
九
・
大
M
m

中
豪
二
九
・
へ

M-小
泉
一
0
・
o
u
w
A

と
な
っ
て
ゐ
る
。

読
書
構
成
に
於
て
、
小
説
髄
畿
の
類
会
主
と
し
て
ゐ
る
持
原
町
分
館
の

特
協
が
、
こ
の
数
字
の
上
に
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
ゐ
。
本
態
並
じ
伏
見
分
欝

上
京
分
館
町
額
向
は
議
常
の
公
共
翻
番
館
の
歌
誌
と
略
拷
楼
明
、
あ
る
。

豆
、
制
約
第
翻
替
の
内
容
ハ
岡
時
本
雄
〉

本
年
震
の
利
用
蔚
教
は
…
ね
な
一
六
、
題
二
九
脇
山
明
、
一
日
の
取
控
衝
撃
は
不

、



海加ザ

均
一
、
:
一
一
一
一
五
時
(
人
の
平
均
般
教
は
2
・
五
冊
と
な
っ
て
ゐ
る
o

l

い
ゑ
こ
作
を
髄
警
の
種
類
に
別
っ
と
し
~

線

・

総

J

J

川
中
小
関
新
瀞
時
胤
草
原
敬

叩
d

ハ
…
二
一
%
紙
和
総
科
樹
事

…

一

一

・

蕊

%

工

穆

一一マ
O
M
N

幾

綴

一

八

二

%

判

明

附

築

中
ハ
・
六
%
:
新
聞
雑
誌

鬼~， .，支援滋
鼻赴

翼 手寺
警察J 議霊祭

七
、
開
袈
式
に
よ
る
彊
害
倍
増
加

開
架
式
に
よ
る
間
覧
方
式
を
提
用
し
て
、
一
殻
稿
用
者
の
便
宜
を
は
か

る
こ
と
は
.
か
ね
て
よ
ち
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
二
十
六
年
十
一
月
よ
り
、

大
関
醐
見
出
品
川
い
も
、
約
七
千
世
の
盤
蓄
を
鍔
架
す
る
こ
と
》
な
つ
七
。
そ
の

結
果
岡
崎
本
館
に
於
げ
る
開
架
品
開
数
は

削

m

滋
ゆ
縁
仏
制
二
宇
都
崩

感
ゑ
祭
約
二
千
五
世
副
都
訓
〈
命
線
中
殺
を
務
象
ま
ず
〉

大
関
務
銭
約
七
午
後
ハ
潟
校
法
一
以
上
一
般
〉

で
、
利
用
者
の
襲
求
の
八
十
%
は
開
架
の
欄
綱
審
で
そ
の
要
求
が
浦
添
れ
る

朕
祝
と
な
っ
た
。

一一一・七
d
p

ご
千
九
w月

間
開
・
二
%

忍
d'
一
%

一一・忽
V
A

七・附間
V
A

表、
ι

襲

撃

憲

議

上
本
年
度
金
舘
の
購
入
国
書
冊
撃
は
六
千
艶
否
玄
十
母
容
隷
・
ぞ
受
け
た
も

の
二
千
二
十
日
蹄
で
あ
っ
七
。
之
に
劃
し
畿
損
、
主
失
等
ー
に
よ
る
騒
籍
椅

嚢
務
官
ニ
滞
で
市
議
引
本
年
度
の
純
増
加
惜
撃
は
八
千
六
十
九
時
と
な
っ

に
c
e

議
番
の
内
諦

館

綿

凡

蹴

附

究

勝

海

隣

町

分

館

伏

見

分

館

上
京
ー
労
働
側

洋事誕

滋

* 

得手持

援護Zi修
事量部事者向

地生抱地
i 方方方

分去子分
計館館館

務

一七
O
主
九
二
一
一
一
爺

七
、
大
五
五
組
前

一
八
、
吋
A
U
一一鷲ー

官
、
七
五
一
般
-

‘
問
問
、
一
二
三
地
崩

つ
蕊
九
一
品
般

九
八
滋
知

一
、
九
…
一
一
一
新

一
宅
九
二
一
一
級
-

て
九
ニ
二
品
湖
、

ニ
ご
一
1
4
A
九
七
憾

八
、
讃
魯
相
親
譲
の
欝
設

従
来
も
議
書
相
談
の
仕
事
は
、
不
完
全
な
が
ら
、
行
は
れ
て
居
に
が
、

二
十
六
年
十
二
月
よ
き
譲
番
組
相
談
窓
一
を
一
新
設
し
、
書
籍
に
遁
暁
せ
る
甜
員

を
盟
置
し

τ、
一
銭
利
用
増
者
mw
便
じ
供
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

丸
‘
晃
一
室
霊

近
来
接
続
臨
書
館
が
議
官
レ
く
充
蜜
ゼ
る
と
並
行
し
て
3

児
童
室
町
利
用

も
増
大
し
た
。
隣
近
の
小
接
続
完
霊
中
よ
り
韻
書
委
員
ぞ
選
ん
で
、
児
童

擦
の
諜
替
に
参
識
せ
し
め
て
ゐ
る
c

ミ襲撃喜議警察

十

、

分

、

欝

〈
一
〉
河
原
均
分
強
?

剤
耐
都
知
町
分
鍛
誌
ニ
千
務
総
z

点
月
の
開
設
に
じ
叩
ι
‘
蹴
替
は
小
識
と
鴎
壌

を
主
と
し
て
ゐ
る
。
制
利
用
者
ピ
日
数
人
が
繍
惜
し
く
多
い
こ
・
と
が
‘
そ
の
特

色
の
一
で
あ
る
。
本
年
や
り
入
舘
誉
教
は
…
一
一
間
‘
七
五
九
名
で
あ
る
。
設

分
替
は
地
下
輩
に
穀
器
ず
一
る
た
め
、
停
電
尽
に
開
館
揖
飛
な
い
こ
と
が
級

点
で
あ
る
。

h



一品叫にly~

F棚札

---~ ・・6糟.

三
一
)
伏
見
分
館

伏
見
地
置
は
本
館
よ
り
相
嘗
遠
隔
の
地
に
あ
り
、
分
館
の
存
在
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
営
分
館
は
二
十
五
年
二
月
の
創
設
に
し
て
、
爾
来
利
用

者
数
は
滞
増
し
、
本
年
度
の
利
用
者
数
は
、
四
回
、

O
一
七
名
に
謹
し
た
。

〈
一
ニ
)
上
京
分
館

上
京
地
直
も
岡
崎
本
智
よ
り
距
離
遠
く
・
か
ね
て
よ
り
分
館
設
置
の
要

望
が
高
か
っ
た
の
で
、
二
十
六
年
四
月
教
育
委
員
合
枇
合
教
育
課
直
島
の

ク
ル

1
5
1
文
庫
を
併
合
し
て
、
新
に
上
京
分
館
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
-

k
。
現
在
の
位
置
は
紫
郊
曾
館
内
の
一
室
に
在
る
が
、
-
部
屋
が
狭
障
の
た

め
、
競
書
並
に
閲
覧
席
鏡
張
の
飴
地
な
〈
.
早
晩
移
轄
の
必
要
に
漣
ら
れ

て
ゐ
る
。
年
聞
の
利
用
者
数
・
一
九
、
一
一
一
八
一
名
で
ゐ
る
。

〈
陣
)
地
方
分
館

昭
和
二
十
五
年
七
月
、
遠
隔
の
地
域
の
文
化
的
渇
撃
に
臆
守
る
た
め
、

開
設
さ
れ
た
三
地
方
分
館
は
、
、
本
年
度
λ
っ
て

f

、
稿
欄
書
冊
数
漸
ぺ
充
質
し

て
、
地
域
内
の
公
民
館
.
婦
人
合
、
脊
年
合
、
を
の
他
の
文
化
圏
体
よ
り

頻
繁
に
利
用
合
れ
た
。
本
年
度
の
利
用
図
体
の
綿
敷
は
九
百
九
十
四
国

体
‘
利
用
般
教
は
二
九
.
四
二
八
冊
に
蓮
し
た
。

副
刷
用
図
体
設

=ニハ八
一一二間

三一一一

一一・ー
』ー式f---.:よ γJ、，-

悼
鋭
部
地
方
分
館

宮
務
純
方
分
館

峰
山
地
方
分
館

刻
用
婦
数

一
一
、
二
八
O

八
、
=
一
六
O

九
、
土
八
八

十
一
、
本
館
附
届
貸
出
文
庫

本
年
度
一
に
於
け
る
文
庫
の
利
周
囲
体
敢
は
圏
三
七
国
体
に
レ
て
、
利
用

品
山
教
は
一
五
、
九
一
九
狩
で
あ
っ
た
。
利
用
国
体
の
順
位
は
青
年
圏
休
二

六
一
回
、
官
公
饗
五
九
回
、
舎
一
砿
工
場
四
「
一
回
そ
の
他
三
五
回
で
あ
る
。

戸内

之
を
地
域
別
に
見
る
と
京
都
市
内
一
六
五
回
、
綴
喜
郡
一

O
O園
、
久
世

郡
五
七
回
、
能
弁
郡
一
四
回
園
、
甫
桑
田
郡
一
品
一
回
の
願
位
で
あ
る
。

十
=
?
閲
覧
室
並
に
倉
庫
の
修
繕

岡
崎
本
館
の
大
閲
覧
室
は
‘
か
ね
て
よ
り
屋
根
鷹
朽
の
た
め
、
改
修
を

要
望
さ
れ

τゐ
七
一
炉
、
一
一
十
六
年
九
月
上
。
、
大
修
理
工
事
を
賓
施
し

て
、
夫
、
屋
模
の
金
蕗
的
改
謹
を
行
っ
た
。
之
を
機
舎
と
し
て
閲
覧
室
の
電

燈
照
明
に
卓
上
ス
タ
ン
ド
、
並
に
盛
光
燈
を
採
用
し
に
。

4
5
-
-
一

、

経

費

本
年
度
決
算
額
は
、
一
千
七
十
五
万
一
千
三
百
六
十
七
固
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
諜
は
人
件
費
六
百
五
十
二
刀
六
百
四
十
九
圏
、
園
書
購
入
費
三
百

相
h

J

万
一
千
五
百
園
、
そ
の
他
百
十
二
万
九
千
百
十
八
固
で
あ
る
。

骨
三
月
末
現
在
館
員
は
主
率
一
六
名
、
雇
一
一
一
名
、
傭
人
一
名
、
臨
時

雇
四
名
で
あ
芯
。

4 


